


は し が き

財団法人.資 産評価システム研究センターは、適切な地域政策の樹立に資するため、地域の資産

の状況及びその評価の方法に関する調査研究等の事業を実施することを目的として設立されました。

当評価セ ンターにおける調査研究は、資産評価の基礎理論及び地方公共団体等における資産評価

技法の両面にわたって、毎年度、学識経験者及び自治省並びに地方公共団体等の関係者をもって構

成する資産評価システム、土地、家屋及び償却資産の各部門ごとの研究委員会において行われ、そ

の成果は、会員である地方公共団体及び関係団体等に調査研究報告書として配布 し、活用されてい

るところであります。

本年度の家屋研究委員会の調査研究テーマは、(1)特別な防災設備を有する建物の事例に関する調

査研究、(2)木造3階 建て家屋に係る標準量等に関する調査研究、(3)輸入住宅に係る再建築費等に関

する調査研究の3項 目であります。本報告は、上記(2)の調査研究に属するもので、木造専用住宅用

家屋の3階 建てと2階 建てについて、各部分別の資材の施工量(標 準量)に ついて、比較、分析を

行い、木造3階 建て家屋の評価方法、特に補正項目、補正係数等について調査研究を行いました。

この程、その調査研究の成果をとりまとめ、ここに、公表する運びとなりましたが、この機会に、

熱心にご研究、ご審議をいただきました委員及び専門員並びに実地調査に当たり、種々ご協力を賜

りました地方公共団体の関係者各位に対 し、心か ら感謝申し上げます。

なお、当評価センターは、今後 とも、所期の目的にそって、事業内容の充実及び地方公共団体等

に役立つ調査研究に努力をいたす所存でありますので、地方公共団体をはじめ関係団体の皆様のな

お一層のご指導、ご援助をお願い申し上げます。

最後に、 この調査研究事業 は、(財)日本船舶振興会(日 本財団)の 補助金の交付を受けて実施 した

ものであ り、改めて深 く感謝の意 を表す る ものであ ります。

平成9年3月

財団法人

理 事 長

資産評価システム研究センター

前 川 尚 美
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1調 査研究の概要

1目 的

土地の有効利用を図るため、近年の木造建築技術の進歩に伴い、特に都市部において木造3階

建て住宅の建築が増加する傾向にある。

木造専用住宅用家屋に係る現行の固定資産評価基準(以 下、単に 「評価基準」という。)は、2

階建ての家屋を想定 して標準量等が定められていることから、各団体の評価担当者から木造3階

建ての家屋を評価する際に、3階 建てであることによる補正の必要性について、疑問が寄せ られ

ているところである。

そこで、木造専用住宅用家屋の3階 建てと2階 建てについて、各部分別の資材の施工量(標 準

量)に 関する諸資料の収集 ・分析をすることにより、木造3階 建て家屋の評価方法、特に補正項

目、補正係数等についての検討を行 うものである。

2調 査方法

(1)調 査の実施方法

1調 査対象都市の固定資産担当部署に対するアンケー ト調査

2上 記の調査に基づく、(財)資産評価システム研究センター家屋研究委員会委員による実地調

査

(2)調 査対象家屋

1構 造 ・用途 木造専用住宅用建物普通建の3階 建てと2階 建て

原則として軸組構法建物 とするが、対象家屋がない場合は、枠組壁構法建

物、木造プレハブ構法建物でも可とした

2建 築 期 間 平成7年1月2日 以降に建築されたもの

3選 定 棟 数 指定市並びに旭川市、川崎市及び北九州市ごとに、同程度の床面積を有す

る3階 建て家屋及び2階 建て家屋を1棟 ずつ1組 として、5組(10棟)抽

出

４ 選 定 方 法 先に3階 建て家屋を選定 し、2階 建て家屋については、それぞれの3階 建

て家屋の延べ床面積になるべ く近い延べ床面積の家屋を選定

なお、床面積が対応する3階 建てと2階 建ての構法は、同一とする

3調 査項目

家屋の各部分別の評価項目について、現在、補正項目として設けられている項目に係る施工量

を、別表1「 木造3階 建て家屋に係る標準量等に関する調」についての記載要領及び別表2調 査

表により調査 した。
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(記載要領)

部 分 別

屋 根

基 礎

外 壁

柱

内 壁

天 井

その他工事

「木造3階 建て家屋に係る標準量等に関する調」について

調 査 項 目 価

構 造

床 面 積

屋根仕上げ面積

屋根勾配

屋根形式

軒出の長さ

布基礎の断面
・高 さ

・幅

・フーチング

布基礎の延べ延長

独立基礎の個数

その他の基礎

外壁仕上げ面積

開 口 率

軒 高

階 高

本 数

筋 (すじかい)

内壁仕上げ面積

開 口 率

部 屋 数

天 井 高

間仕切壁

天井仕上げ面積

評価の具体的方法

記 載 事 項

軸 組構 法建 物 …12×4構 法建 物 …2

木造プレハプ法 法建 物 …3

端数 処理 の方法

小数点第3位 以下を切り捨て

記載単位 備

寄棟…1切 妻…2入 母屋…3陸 屋根 …4

その他…5

記載事項の中から該当する番号を記載する

吹き抜け部分は含めないこと

建床面積1 m
2

当たりの仕上げ面積を記載する

考

小数点以下第3位を四捨五入

小数点以下第2位を四捨五入

小数点以下第1位 を四捨五入

小数点以下第1位 を四捨五入

小数点以下第3位を四捨五入

小数点以下第3位を四捨五入

小数点以下第3位を四捨五入

小数点以下第1位 を四捨五入

小数点以下第3位を四捨五入

小数点以下第3位を四捨五入

小数点以下第3位を四捨五入

小数 点以下第1位 を四捨五入

小数点以下第3位を四捨五入

小数点以下第1位 を四捨五入

小数点以下第3位を四捨五入

小数点以下第3位を四捨五入

小数点以下第3位を四捨五入

10分 のX→ こめXの 数値を記載する

記載事項の1～5の 中から該当するものの番号を記載する

柱心から垂木の鼻までの水平の長さをいうものである

高さ

幅

フーチング

当たりの施工延長を記載する

*フ ーチングについては、重要

な調査項目なので、施工業者

に問い合わせる等して、でき

るかぎり記載するように願い

ます

布基礎が施工されている場合の独立基礎の個数を記載する

布基礎のほかに施工されているもの(杭 等)が ある場合、またはベタ基礎

等が施工されている場合に、その具体的な施工方法を記載する

当たりの仕上げ面積を記載する

外壁面積に対する開口部面積の割合 を記載する

地盤面から軒桁までの高さを記載する

1階(2階)の 床面から2階(3階)の 床面までの高さを記載する

(2×4建 物 木造プレハブ建 物については記載する必要はない)

壁体部の何%に 筋違が入っているか、わかる家屋について記載する

当たりの仕上げ面積を記載する

部屋数の算定に当たっては、応接間、居間、寝室、食堂、などと称される

通常の生活空間をいい、食堂と居間あるいは応接 間 一 体となっているも
のは一室として取扱い、便所、洗面所、浴室等は部屋数に含めない

階層別の主要な高さとする

間仕切壁の延べ延長を記載する

当たりの仕上げ面積を記載する

実際に評価をする際に、 「3階建て」という理由だけで行っている評価方
法、補正等ついて記載する(3階 建て家屋についてのみ)

―

2

―

別

表

1

m
2

m
2

Cm

Cm

m

m
2

%

m

m

本

%

m
2

%

室

m

m

m
2

違

建床面積1 m
2

延べ床面積1 m
2

当たりの柱の本数を記載する延べ床面積1 m
2

延べ床面積1 m

2

延べ床面積1 m
2



木 造3階 建 て 家 屋 に 係 る 標 準 量 等 に 関 す る 調(そ の1)

別

表

2

―

3

―

階

層

数

3

階

建

3階建平均

2

階

建

2階 建平均

棟

番

号

1

2

3

4

5

1

2

3

4

5

構 造

床 面 積

1階

(m
2

)

2階

(m
2

)

3階

(m
2

)

計

(m

2
)

屋 根

屋根仕上
げ面積

建床面積
1m

2

(

当たり

m
2)

屋根の

勾 配

屋根の

形 式

軒出の

長 さ

(c m )

基 礎

布 基 礎

断 面

高 さ

(Cm )

幅

(c m )

フーチング

(Cm )

延べ延長

建床面積

1 m
2
当たり

(m )

独立基礎
の 個 数

建床面積
1m

2

当たり

(個)

その他の基礎

外 壁

外壁仕上
げ面積

廷べ床面積

1 m

2

当たり

(m

2

)

開口率

(% )

(注)3階 建と2階建の棟番号は、同程度の床面積のものが対応するように記載すること

都道府県名

都 市 名



木 造3階 建 て 家 屋 に 係 る 標 準 量 等 に 関 す る 調(そ の2)

別

表
2

都道府県名

都 市 名

―

―
4

階

層

数

棟

番

号

3

階

建

1

2

3

4

5

3階 建平均

2

階

建

1

2

3

4

5

2階 建平均

外 壁

階 高

軒 高

(m)

1F床 面

↓

2F床 面

(m)

2F床 面

↓

3F床 面

(m)

3F床 面
↓

軒 桁

(m)

柱

本 数

廷べ床面積
m
2

(本) m
2

m
2

2

m

筋 違
(すじかい)

(%)

内壁仕上
げ面積

延べ床面積
1 m

2

当たり

( )

開口率

( )

部屋数

(室)

1階

天 井 高

(m)

2階

(m)

3階

(m)

間仕切壁
の

延べ延長

(m)

天井仕上
げ面積

廷べ床面積

1 当たり

( )

内 壁 天 井 そ の 他 工 事

評 価の具体 的方法

(「3階 建て」という理由だけで行って
いる評価方法、補正等があれば、具体

的に記載する。特に行っているものが

ない場合は、 「なし」と記載する)

(注)3階 建と2階建の棟番号は、同程度の床面積のものが対応するように記載すること



調査結果の集計

1木 造3階 建ての供給棟数

表1-1に 示 した とお り、木造3階 建ての棟数 は年 々増加す る傾向にあ る。

表1-1木 造3階 建て戸建て等住宅(単 位:棟)

年度

3

4

5

6

7

総 数

11,014

15,579

21,804

25,226

31,630

軸 組

4,880

7,593

11,880

13,687

15,351

2×4

2,462

3,007

3,615

4,175

5,616

プ レハ ブ

709

855

1,024

1,038

1,404

混 構 造

2,963

4,124

5,285

6,326

9,259

建築確認統計(建 設省住宅局木造住宅振興室発表)よ り

2調 査対象家屋の状況

(1)調 査都市及び回答棟数

調査対象50都 市 に、3階 建で家屋及 び2階 建て家屋を1棟 ずつ1組 として5組(10棟)を 依

頼 したが、実際に回答が得 られた棟数 は、次頁の表2-1の とお りであ る。

調査対象50都 市 中、対象家屋を5組(10棟)す べて回答 した団体 は34都 市(68%)て あり、

対象家屋が0で あると回答 した都市 は1市 だけであった。その結果、回答棟数 は3階 建て ・2

階建て ともに202棟 ずつ(202組 ・404棟)で 、予定 していた棟数(250組 ・500棟 〉 に対 し、

80.8%と な った。

―5―
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表2-1調 査都市及び回答棟数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

調査都市

札幌市

旭川市

青森市

盛岡市

仙台市

秋田市

山形市

福島市

水戸市

宇都宮市

前橋市

浦和市

千葉市

特別区

横浜市

川崎市

新潟市

富山市

金沢市

福井市

甲府市

長野市

岐阜市

静岡市

名古屋市

3階 建て

5棟

1棟

1棟

5棟

5棟

5棟

5棟

1棟

2棟

2棟

5棟

5棟

5棟

3棟

5棟

5棟

5棟

5棟

3棟

5棟

5棟

5棟

5棟

5棟

5棟

2階 建て

5棟

1棟

1棟

5棟

5棟

5棟

5棟

1棟

2棟

2棟

5棟

5棟

5棟

3棟

5棟

5棟

5棟

5棟

3棟

5棟

5棟

5棟

5棟

5棟

5棟

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

調査都市

津市

大津市

京都市

大阪市

神戸市

奈良市

和歌山市

鳥取市

松江市

岡山市

広島市

山口市

徳島市

高松市

松山市

高知市

福岡市

北九州市

佐賀市

長崎市

熊本市

大分市

宮崎市

鹿児島市

那覇市

3階 建て

1棟

5棟

5棟

5棟

5棟

5棟

5棟

1棟

4棟

5棟

5棟

1棟

5棟

5棟

5棟

5棟

5棟

3棟

0棟

5棟

5棟

4棟

4棟

5棟

1棟

2階 建て

1棟

5棟

5棟

5棟

5棟

5棟

5棟

1棟

4棟

5棟

5棟

1棟

5棟

5棟

5棟

5棟

5棟

3棟

0棟

5棟

5棟

4棟

4棟

5棟

1棟

合 計 50都 市 202棟 202棟

―6―



(2)調 査対象家屋の棟数 と種別

表2-1の 回答棟数の うち、3階 建て家屋 について、小屋裏利用の3階 建て と思われる家屋、

専用住宅で はない と思われ る家屋及び1階 の床面積が極端に小 さい家屋(1階 が車庫めスペー

スになってい ると思われる家屋)は 、3階 建て家屋の標準量を調査する上 で不適当であると思

われるので、集計か らはずす ごとと した。

さらに、本調査 は3階 建て家屋 と2階 建て家屋 との標準量(施 工量)に 比較を主眼 とした も

のであ り、そのため3階 建て家屋 と2階 建て家屋 とは同程度の延べ床面積を有す る家屋 を選定

するとした ことか ら、集計か らはずす ことと した3階 建て家屋 に対応す る床面積の2階 建て家

屋 も集計か らはず した。

その結果、集計 に用いた調査対象家屋 は、3階 建て家屋 ・2階 建て家屋 ともに177棟 ずつ

(計354棟)に なった。

また、調査対象家屋の種別 は、原則 として軸組構法 としたが、枠組壁構法及 びプ レハ ブ構法

も可であると したため、調査対象家屋 の内訳 は表2-2、 表2-3の ようになった。
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1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

表2-2

3階 建て家屋め棟数内訳

調査都市

札幌市

旭川市

青森市

盛岡市

仙台市

秋田市

山形市

福島市

水戸市

宇都宮市

前橋市

浦和市

千葉市

特別区

横浜市

川崎市

新潟市

富山市

金沢市

福井市

甲府市

長野市

岐阜市

静岡市

名古屋市

軸組構法

5

1

3

4

3

5

2

2

3

1

5

5

2

2

2

3

1

2

3

5

5

調査対象家屋の棟数と種別(3階 建て)

(単位:棟)

枠組壁構法

1

1

1

1

1

4

1

2

2

4

2

プレハプ構法

1

1

1

2

1

3

1

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

調査都市

津市

大津市

京都市

大阪市

神戸市

奈良市

和歌山市

鳥取市

松江市

岡山市

広島市

山口市

徳島市

高松市

松山市

高知市

福岡市

北九州市

佐賀市

長崎市

熊本市

大分市

宮崎市

鹿児島市

那覇市

合計:177棟

割合(%)

軸組構法

4

5

5

3

5

5

1

4

2

3

4

1

3

2

2

2

1

2

2

120

67.8

枠組壁構法

I

I

2

1

1

1

1

1

3

1

3

1

2

2

1

42

23.7

プレハプ構法

2

1

1

1

15

8.5
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表2-3

2階 建て家屋の棟数内訳

調査対象家屋の棟数と種別(2階 建て)

(単位:棟)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

調査都市

札幌市

旭川市

青森市

盛岡市

仙台市

秋田市

山形市

福島市

水戸市

宇都宮市

前橋市

浦和市

千葉市

特別区

横浜市

川崎市

新潟市

富山市

金沢市

福井市

甲府市

長野市

岐阜市

静岡市

名古屋市

軸組構法

5

1

3

4

4

5

2

2

3

1

1

5

5

2

5

2

5

1

2

3

5

5

枠組壁構法

1

1

1

3

1

2

4

2

プレハブ構法

1

1

2

2

1

1

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

調査都市

津市

大津市

京都市

大阪市

神戸市

奈良市

和歌山市

鳥取市

松江市

岡山市

広島市

山口市

徳島市

高松市

松山市

高知市

福岡市

北九州市

佐賀市

長崎市

熊本市

大分市

宮崎市

鹿児島市

那覇市

軸組構法

4

5

5

3

5

5

1

5

2

3

5

1

3

2

2

2

1

2

2

合 計:177棟

割合(%)

129

72.9

枠組壁構法

1

1

2

1

1

1

3

1

3

1

2

2

1

35

19.8

プ レハブ 構 法

2

1

1

1

13

7.3
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(3)調 査対象家屋の床面積

① 調査対象家屋の床面積の平均 は、表2-4の とお りであ る。

)

軸 組

構 法

枠組壁

構 法

プレハブ

構 法

3階 建て(120棟)

3階 建て(42棟)

3階 建て(15棟)

1階 床面積

56.53

56.96

52.46

2階 床面積

54.05

54.03

54.37

3階 床面積

42.42

36.18

41.12

延 べ 床 面 積

153.00

147.17

147.95

(注)数 値 は、小数点以下第3四 五 。

210
2

m 毎の規模別に延べ床面積 を分類す ると、次頁の図2-1の とお りである。

さらに、調査対象家屋の延べ床面積に幅があり、また評価基準においても規模別に標準量

を定 めている項 目が あることか ら、軸組構法の家屋について50
2

m 毎の規模別に延べ床面積を

分 けて み る と、 表2-5の とお りで あ る。

表2-5規 模別床面積(軸 組構法)

3階 建 て

未満

12棟 50棟 45棟 13棟

合 計

2

120棟

階

2階 建 て

建

―10―

て
(12 9棟) 8 6. 99 60 . 0 4 - 147. 0 2

2 階建て ( 3 5棟) 8 2
. 9 5

6 6

. 0 0
-

1 48. 95

2 階建
て

( 13棟) 8 7
. 34 6 5 . 56 - 152 . 9 0

13棟 5 9棟 43棟 14棟 1 29棟

表2-4 構法別平均床面積(単 位:
2

m

100 m
2

100 m
2

未満 150 m
2

以上200
2

m 未満 200
2

m 以上以上150 m
2



図2-1 規模別床面積(軸 組構法)

3階 建て

2階 建て

床
面
積

4

2

2
2

5

3

1

4

1
3

5

4

5

4

14

12

13

13

8
10

11

7

14
18

6

11

4

7

15

16

4

5

5

6

3

2

02468101214161820
(棟)
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(

2

m
)

260～

240～

220～

210～

200～

190～

180～

170～

160～

150～

140～

130～

120～

110～

100～

90～

80～

70以 上



(4)調 査対象家屋の集計方法 価

1表2-2及 び表2-3に おいては、調査対象家屋 の構法 ごとの棟数が3階 建て と2階 建て

で異なるが、評価基準で定 めている木造家屋再建築費評点基準表(以 下、単に 「基準表」 と

す る。)が軸組構法の家屋についての ものであ り、基準表中の標準量や補正項 目 ・補正係数 も

軸組構法の家屋 についての ものであることか ら、集計に当た っての調査対象家屋は軸組構法

の もの とし、枠組壁構法及 びプ レハ ブ構法の家屋 については、参考 データと して数値(平 均

値)を 示す こととす る。

したが って、調査対象家屋の棟数 は、次のとお りである。

・軸 組 構 法:3階 建て家屋=120棟
、2階 建て家屋=129棟

・枠 組 壁 構 法:3階 建て家屋=42棟 、2階 建て家屋=35棟

・プ レハ ブ構法:3階 建て家屋=15棟 、2階 建て家屋=13棟

2調 査対象家屋 の集計方法 は、.基準表における部分別の区分 に従 い 「屋根」 「基礎」 「外

壁」 「柱」 「内壁」 「天井」及び 「その他工事」の各区分 ごとに、それぞれ について調査 し

た項 目について集計を行 った。集計の内容 は、 「項 目別の平均値」 「規模別の平均値」及び

「各項 目別の集計結果」であ り、参考データとして、 「項 目別の平均値」で は枠組壁構法及

びプ レハブ構法について、 「規模別の平均値」で は枠組壁構法についての平均値 も示 した。

また、 「規模別の平均値」 とは、表2-5で 区分 した延べ床面積の規模 ごと集計 した平均

値であ り、規模の分類 は次の とおりであ る。

「大 」=200

「並 」=100

2
m

2
m

2
m 未満

「中 」=150

「小 」=100

2
m

m
2

以上200

未満

2
m以上

以上150

未満

3な お、以後の集計においての 「標準量」 とは、固定資産評価基準別表第8の 木造家屋再建

築費評点基準表における、専用住宅用建物普通建で定め られている標準量及び補正項 目にお

ける補正係数1.0の 標準施工量をいうもの とす る。

(ただ し、 プ レハ ブ構法家屋 につ いては、プ レハブ方式構造建物に係 る再建築費評点基準

表(準 則)(以 下、単 に 「プ レハ ブ準則」 とす る。)における、プ レハ ブ方式構造建物(木 質

系)で 定め られている標準量である。)
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3集 計結果の一覧

表3-1軸 組構法 [調査対象棟数:3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟]

建床面積1

屋 根

2
m 当 屋 根 勾 配 軒 出 の 長 さ

基 礎

布 基 礎
たりの仕上げ面

3階 建て

積(

1.34

2

m ) (寸勾配)

4.21

(C

35.89

m ) 高さ( C m

66.87

) 幅( Cm )

14.64

フーチング幅(

52.27

C m )

標 準 量 1.40 4.5～5.0 45.00 - - -

基 礎

建床面積1
2

m 当 建床面積1
2

m 当 延べ床面積1

外 壁

2

m 開口率 軒 高
階 高

3階 建て

たりの布基礎の

長さ

0.99

(
2

m )

たりの独立基礎

の個数(個)

0.055

当たりの仕上げ

面積

1.50

(
2

m ) (%)

17.63

(m)

8.63

1F床→2F床

2.84

標 準 量 0.90 0.040 1.20 25.00
- -

3階 建て

外 壁

階 高(m)

2F床 →3F床

2.81

3F(2F)床 → 軒 桁

2.64

柱

延べ床面積1
2

m

当たりの本数

(本)

0.76

筋違の

割 合

(%)

53.02

内 壁

延べ床面積1
2

m

9当 た りの仕上

げ面積(

2.68

2

m )

開口率

(%)

24.83

標 準 量 - -
0.70

-
2.60 30.00

3階 建て

部屋数

(室)

7.19

内 壁

天 井 高(m)

1階

2.40

2階

2.40

3階

2.36

間 仕 切 の 量

<延 べ床面積/部 屋数>

21.59

(
2

m )

天 井

延べ床面積1
2

m

りの仕上げ面積

0.993

(

当た

2
m )

標 準 量 6 2.40 2.40 2.40 16.70 1.00

(注)数 値は、小数点以下第3位(独 立基礎の個数については第4位)を 四捨五入
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2 階建て 1
.39 4

. 37 55 .
26 65.

7 3 1 3.

5

9 45 .

9 2

2 階建て 0 .
88 0 . 042 1 . 27 19 . 9 2 6 . 12 2 . 94

2 階建て
-

2 .
7 9 0 .

6 9 45 .14 2 .

63 2 4 .

9 9

2 階建て 6 . 71 2
.
44 2 . 42 - 22 . 22 0.

9 9



表3-2枠 組壁構法 [3階 建 て=42棟 、2階 建 て=35棟]、

3階 建て

建床面積1

屋 根

2

m 当

たりの仕上げ面

積(

1.39

2

m )

屋 根 勾 配

(寸勾配)

5.55

軒 出の 長 さ

(cm

36.52

) 高さ(C m

64.56

)

基 礎

布 基 礎

幅( c m )

15.27

フーチング幅(

55.95

cm )

標 準 量 1.40 4.5～5.0 45.00 - - -

3階 建て

基

建床面積1
2

m 当

たりの布基礎の

長さ

0.94

(
2

m )

礎

建床面積1
2

m 当

たりの独立基礎

の個数(個)

0.03

延べ床面積1

外

2
m

当たりの仕上げ

面積

1.44

(
2

m )

開口率

(%)

16.98

壁

軒 高

(m)

8.23

階 高

1F床 →2F床

2.74

標 準 量 0.90 0.04 1.20 25.00
- -

3階 建て

外 壁

階 高(m)

2F床→3F床

2.70

3F(2F)床 → 軒桁

2.46

柱

延べ床面積1 2
m

当た りの本数

(本)

-

筋違の

割 合

(%)

-

内 壁

延べ床面積1
2

m

当たりの 仕上げ

面積

2. 79

(
2

m )

開口率

(%)

23.05

標 準 量 - - - - 2.60 30.00

3階 建て

部屋数

(室)

6.95

内 壁

天 井 高(m)

1階

2.43

2階

2.41

3階

2.36

間 仕 切 の 量

<延 べ床面積/部 屋数>

21.65

(
2

m )

天 井

延べ床面積1
2

m

りの仕上げ面積

0.99

(

当た

2
m )

標 準 量 6 2.40 2.40 2.40 16.70 1.00

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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2 階建て 1 . 4 2 4 . 7 8 56. 7 4 60 . 61 1ー3. 87 45 . 66

2 階建て 0 .

8 6 0 .
0 4 1 .

2 1 19 .
0 9 5 .

9 2 2 .
8 4

2 階建て - 2 . 59 - - 2 . 7 7 2 3.
54

2 階建 て
6

. 66 2 .
4 7 .

2 43
-

22. 7 4 0 .

9 9



3階 建て

表3-3プ レハ ブ構法

建床面積1

[3階 建て=15棟 、2階 建 て=13棟]

屋 根

2
m 当

たりの仕上げ面

積

1.45

(
2

m )

屋 根 勾 配

(寸勾配)

4.68

軒 出 の長 さ

(C m

46.67

) 高さ( Cm

66. 35

)

基 礎

布 基 礎

幅( c m )

14. 80

フーチング幅( C

52.92

m )

標 準 量 1.50 4.50 60.00 - - -

3階 建て

基 礎

建床面積1
2

m 当

たりの布基礎の

長さ

0.98

(
2

m )

建床面積1
2

m 当

たりの独立基礎

の個数(個)

(0.04)

延べ床面積1

外

2

m

当たりの仕上げ

面積

1.42

(
2

m )

開口率

(%)

17.71

壁

軒 高

(m)

8.19

階 高

1F床→2F床

2.80

標 準 量 0.95 - 1.20 20.00 - 2.70

3階 建て

標 準 量

外 壁

階 高(m)

2F床→3F床

2.73

2.70

3F(2F)床 → 軒桁

36

2.70

柱

延べ床面積1 2
m

当たりの本数

(本)

-

-

筋違の

割 合

(%)

-

-

内 壁

延べ床面積1
2

m

当たりの仕上げ

面積(
2

m )

2.78

2.60

開口率

(%)

25.00

19.50

3階 建て

部屋数

(室)

7.27

内

天 井 高(m)

1階

2.40

2階 3階

壁

間 仕 切 の 量

<延 べ床面積/部 屋数>

(
2

m )

天

延べ床面積1

井

2
m

りの仕上げ面積

1.00

(

当た

2
m )

標 準 量 5～6 2.40 2.40 2.40
-

1.00

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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2 階建て 1 . 53 4 . 85 6 5.
69 64. 84 13. 63 45 . 6 0

2 階建て 0 .
88

-
1 .

2 1 18. 83 5 .

8 2 2 .
8 4

2 階建て
-

2 .7 7
- -

2
.
6 0 2 0 . 42

2 階建て
6

6 2 2

.
4 4 2 .

4
4

- 2 2 87 0 .

9 9

2.

2. 38 2. 32 20.88

.
.



表3-4 基準表(木 造専用住宅用建物)の 部分別に係る補正項目及び補正係数一覧

部分別

屋 根

基 礎

外 壁

標 準 量

建床面積1
2

m 当

たり仕上げ面積

1.40
2

m

屋 根勾 配10分 の

4.5～10分 の5

建床面積1 m
2

当

た り延 長0.90

m、 独 立 基 礎

0.04個

延べ床面積1
2

m

当たり仕上げ面

積上20
2

m

補正項目

屋 根 の 形 式

勾 配 の 大 小

軒 出 の大 小

下 屋 の多 少

施工量の多少

平 面 の形 状

開口率の大小

二階率の大小

補 正 係 数

増点補正率

1.1 ←

入母屋屋根のも

の

1.1 ←

7/10程 度 のもの

1.2←

軒出の大きいも

の(60 Cm )

1.5←

凹凸の多 いもの

細長 いもの

1.3←

凹凸の多 いもの

細長 いもの

1.2←

小 さい もの

(10%程 度)

1.13←

総 二 階建 の もの

標 準

1.0

切妻屋根の もの

1.0

4.5/10～5/10程

度 の も の

1.0

45 C m 程度のもの

1.0

下屋 の な い もの

1.0

延べ 床面 積

100
2

m 程度の二

階建で多少平面

に凹凸のあるも

の

1.0

延べ床面積

100
2

m 程度の多

少平面に凹凸の

あるもの

1.0

普 通 の もの

(25%程 度)

1.0

普通のもの

減点補正率

→0 .9

軒 出の小 さい も

の(15 C m )

→0 .8

下屋 の多 い もの

→0 .6

凹凸のないもの

正方形に近い も

の

→0 .8

凹凸のないもの

年方形に近い も

の

→0 .8

大 きい もの

(40%程 度)

→0 .9

平 屋建 の もの

―1 6―

→ 0.9

3/10程 度の もの



補 正 係 数
部分別

柱

内 壁

天 井

標 準 量

延べ床面積1
2

m

当た り使用本数

0.70本

(3mの もの)

延べ床面積1
2

m

当たり仕上げ面

積2.60
2

m

延べ床面積1
2

m

当たり仕上げ面

積1.0
2

m

補正項目

本 数 の 多 少

柱 の 長 さ

間仕切の多少

(延べ床面積

/部 屋数)

開口率の大小

柱 の 長 さ

施工量の多少

増点補正率

1.6←

外周壁体部の大

部 分 の 柱 間 が

0.9mの もの

小部屋の多いも

の

1.2←

3.6m程 度 の も

の

1.3←

多 い もの

(15
2

m 以下)

1.2←

小 さい もの

(15%程 度)

1.2←

3.6m程 度 の も

の

1.1←

多 い もの

標 準

1.0

外 周壁体 部 の60

～70%の 柱 間が

1.8mの もの

1.0

3.0m程 度 の も

の

1.0

普通 の もの

(16.7
2

m 程度)

1.0

普 通 の もの

(30%程 度)

1.0

3.0m程 度 の も

の

1.0

普 通 の もの

減点補正率

→0 .8

外周壁体部の大

部 分 の 柱 間 が

1.8mの もの

大部屋のあるも

の

→0 .8

2.4m程 度 の も

の

→ 0. 7

少ないもの

(18
2

m 以上)

→0 .8

大 きい もの

(45%程 度)

→0 .9

2.4m程 度 の も

の

→ 0.8

少ないもり

(注)表3-4は 、基準表における部分別評価項 目と補正項 目及 び補正係数の一覧であ るが、

補正項 目には 「程度補正」 と 「総合補正方式」 は省略 した。

また、補正係数 中のカ ッコの数値 は、補正 の目安の数値であり、実際の基準表には載 っ

ていない。
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4各 調査項目別の集計結果

4-1屋 根

表4-1-1「 屋根」の項 目別の平均値

3階 建て

建床面積1
2

m 当たり

の仕上げ面積(

1.34

2

m )

屋 根 勾 配

(寸勾配)

4.21

軒 出 の 長 さ

35.389

(C m )

標 準 量 4.5～5.0 45.00

3階 建て

1(寄 棟)

49(30.2%)

屋 根 形

2(切 妻)

95(58.7%)

3(陸 屋根)

-

式(棟)

4(入 母屋)

1(0.6%)

5(そ の他)

17(10.5%)

(注)数 値 は、小数点以下第3位(屋 根形式につ いては第2位)を 四捨五入。

<参 考 データ>

枠組壁構法及びプレハブ構法 に係 る 「仕上げ面積」 「屋根勾配」 「軒出の長 さ」の平均値

は表4-1-2の とおりで ある。

なお、 プ レハブ構法につ いては、 「屋根仕上げ面積」 と 「軒出の長 さ」に係 る標準量 は軸

組構法よ り大 きな値に定め られてい るが、表4-1-2か らもこの ことを反映す る形で、他

の構法の平均値に比べ大 きい数値にな っている。

―18―

2 階建て
1

.

3 9 4 .

3 7 55 .
2 6

2 階建て 75 (45 .

7 % ) 77 (46 .

9 % ) 6 (3.

7 % )
-

6 ( 3
.

7 % )

(1)調 査対象家屋の平均値

屋根の調査項 目は、 当た りの仕上げ面積」、「屋根勾配」、「屋根形式」、「軒「建床面積1 2
m

出の長 さ」の4項 目であ り、その うちの 「屋根形式」以外の平均値 は表4-1-1の とお り

である。

これによると、 「屋根仕上げ面積 」 と 「勾配」の項 目においては、2階 建ての平均値 と標

準量 とはほぼ同 じにな ったが、3階 建て については、標準量、2階 建ての両方 に比べてわず

かではあるが数値が小 さくなってい る。 また、 「軒出の長さ」の項 目においては、標準量 と

比べて2階 建ての平均値が約10cm長 く、3階 建ての平均値が約10cm短 いとい う結果になった。

なお、 「屋根形式」につ いては、全ての構法の家屋(3階 建て:177棟 、2階 建て:177

棟)に つ いての集計であ る。

1. 40



表4-1-2枠 組壁構法及びプ レハ ブ構法に係 る 「屋根」の項 目別の平均値

枠組壁

構 法

プレハ

ブ構法

3階 建て

2 階建て

標 準 量

3階 建て

2 階建て

標 準 量

建床面積1
2

m 当た り

の仕上げ面積(

1.39

1 . 42

1.40

1.45

1
.
53

1.50

2

m )

屋 根 勾 配

(寸勾配)

5.55

4 .
78

4.5～5.0

68

4 .
8 5

4.50

軒出の長さ

(

36.52

56. 74

45.00

67

69

C m )

6 5.

60.00

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。

(2)規 模別 の平均値

規模別 に各調査項 目の平均値 は、表4-1-3の とおりである。

これによると、3階 建て及び2階 建てにおいて、 「仕上げ面積」 については規模が小 さく

なるにつれて数値が大 きくなる傾向にある。 また、 「軒 出の長 さ」 については総 じて3階 建

てが2階 建てよ り数値が小 さくな っているが、 これは、3階 建てが敷地 の狭いところに建築

されることが多 く、そのため建築基準法上の高 さ制限や斜線制限等の制限を受 けることによ

るもの と考え られ る。

なお、参考データとして枠組壁構法における規模別の平均値を表4-1-4に 示 したが、

これ につ いては軸組構法 とほぼ同様の数値になっている。

表4-1-3規 模別の平均値

規
模

「大」

規
模

「中」

規
模

「並」

規
模

「小」

3F(13棟)

2 F (14棟)

3F(45棟)

2 F (43棟)

3F(50棟)

2 F (59棟)

3F(12棟)

2 F (13棟)

建床面積1
2

m 当た り

の仕上げ面積(

1.27

1 . 31

1.35

1. 39

1.31

1 .42

)

屋 根 勾 配

(寸勾配)

54

4. 20

4.11

3. 9 8

3.98

4.
67

1.45

1. 36

5.21

軒出の長さ

(

6 2 . 0 7

42.67

0

c m)

59 .3

30.92

5 3 .1 2

4. 5 0

30.08

44. 23

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入。
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表4-1-4枠 組壁構法における規模別の平均値

規
模

「中」

3F(15棟)

2 F (15棟)

建床面積1
2

m 当た り

の仕上げ面積(

規
模

「並」

3F(23棟)

2 F

1.43

1 . 4

( )

0

18棟

1.32

1. 39

2
m )

屋3根 勾 配

(寸勾配)

5.29

4 5
. 0

5.52

4. 9 9

軒出の長さ

(

39.47

62 4
. 0

33.13

51. 67

c m )

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入。

(3)項 目別の集計結果

1建 床面積1

建床面積1

2
m

2

m

当たりの屋根仕上げ面積

当た りの仕上げ面積の集計結果 は、図4-1-1の とお りである。 これに

よ る と、3階 建 て家屋 は、標 準量(1.40)に 近 い値(1.3

の うち47棟 ・39.2%で あ るが 、施工 量 が1.0 2
m 台 ～1.2

22
m

2
m

台 ～1.4
2

m 台)の 家屋が全棟数

台 と少 な い家屋 も50棟 ・41.7%

とな って い る。

これに対 し、2階 建てについては、標準量 に近 い値(1 .3
2

m 台 ～1.4
2

m 台)の 家屋が全棟

数のうち70棟 ・54.3%を 占めてお り、標準量 よりも数値の小 さい家屋や数値の大 きい家屋

の割合が少な くな っている。

このよ うに3階 建て家屋で 「屋根仕上げ面積」の施工量の少ない家屋の割合が多 くな っ

た理由 としては、3階 建て家屋は比較的敷地の狭 いところに建て られる ものが多 く、その

ため建ぺ い率等の建築基準法 による制限を うける ものが多いのではないか、ということが

考え られ る。

なお、建床面積1
2

m 当たりの仕上げ面積の集計結果における最大値 ・最小値、標準偏差

は表4-1-5の とお りである。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>
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図4-1-1 当たりの屋根仕上げ面積

(棟)

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0
.1～ 1.2～ .6～ .7～ .9～

(
2

m )

3階 建て

2階 建て

1
3

18

9

14

5

18

12

20

27 27

44

5

12

7

11

5
3

5

2 1

建床面積1
2

m

表4-1-5 建床面積1 当たりの屋根仕上げ面積(単 位: )

平均値(標 準量) 最 大 値 最 小 値 標準偏差

3階 建て 1.34 (1.40) 1.88 0.89 0.22

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入

2

m
2
m

2 階建て 1 . 39 (1 .

4 0 ) 1.

9
3 0.

9 9 0 .

1 9
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配の家屋が多 いことがわか る。 これは、3階 建て家屋 は、建築基準法上の斜線制限等の制

限を うけるものが多いことが影響 しているもの と考え られ る。

なお、屋根勾配の集計結果における最大値 ・最小値、標準偏差 は表4-1-6の とおり

であ る。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>

図4-1-2屋 根 勾 配

表4-1-6屋 根勾配(単 位:寸 勾配)

3階 建て

平均値(標 準量)

4.21(4.5～5.0)

最 大 値

10.00

最 小 値

0.20

標準偏差

1.69

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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(棟)

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0
0～1～ 2～3～4～(4.5) 5～ 6～ 8～7～ 9～ 10～

(寸勾配)

3
4 4

1

7

3

25

10

24

31

24

41

16

30

8
6 5

1
2

3
1

3階 建て

2階 建て

2 階建て 4 . 37 (4 . 5 ～ 5 . 0 ) 10 .0 0 0. 00 1. 22

2屋 根勾配

屋根勾配の集計結果は、図4-1-2の とおりである。2階 建て家屋では、4寸 勾配～

5寸 勾配に全棟数の うち102棟 ・79.1%が 集 中 しているが、3階 建て家屋では、3寸 勾配

.8%で あ り、標準的な寸勾配より少 し緩い勾～4 .5寸 勾配 の ものが 全棟 数 の うち73棟 ・60



3軒 出の長さ

軒 出の長 さの集計結果は、図4-1-3の とお りであ る。2階 建て家屋では、40c

60c

m台 と

m台 に全棟数の うち75棟 ・51.8%が 集中 しているのがわか る。 これに対 して、3階 建て

家屋では、最 も多いのが40c

台で18

m台 で全棟数の うち27.5%を 占めているが、次に多 いのが30c

.3%(2階 建て 家屋 で は6.2%)、 次 が10c m台 が13.3%(同1.5%)と な ってお り、

m

3階 建てと2階 建てとでは違 った傾向があ らわれて いる。 また、3階 建てでは、軒出が0

C m(=軒 出な し)の 家屋 が11棟 ・9.1%(2階 建 て は3棟 ・2.3%)あ った。

なお、軒出の長 さの集計結果の最大値 ・最小値、標準偏差は表4-1-7の とお りであ

る。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建 て=120棟 、2階 建て=129棟 〉

図4-1-3軒 出の長 さ

(棟)

40

35 33

37
38

3階 建て

2階 建て

30

25

20

15

10

5

0

11

3

16

12

22

8
7 7

ll

2

17

3 3

0～ 10～

7

4

20～ 30～40～ 50～ 60へ 70～

6

1 1

80～ 90～ 100～

( cm)

表4-1-7 軒 出の長 さ(単 位:c m)

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

35.89(45.00)

55 . 2 6 (4５ . 00)

最 大 値

3100 .00

12 0
.00

最 小 値

0.00

6. 00

標準偏差

21.56

19. 41

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入

―23―



4-2基 礎

(1)調 査対象家屋の平均値

基礎の調査項 目は、布基礎の 「高 さ」

基礎の長さ」、「建床面積1
2

m

「幅」「フーチ ング幅」、「建床面積1 2
m 当たりの布

当たりの独立基礎の個数」及び 「その他の基礎」の6項 目であ

り、それぞれの平均値は表4-2-1の とお りである。

なお、 「その他の基礎」では、ベタ基礎以外の ものは見 られなか ったので、表 において は、

ベタ基礎が施工されている家屋の棟数 を示 した。

また 「独立基礎」に関 して は、対象家屋が少数(3F:42棟 、2F:41棟)で あ った。

これによると、すべての項 目で3階 建ての数値が2階 建てを上回った。 「右基礎の高さ」

については、3階 建て と2階 建て にあま り差 はないが、 「布基礎の幅」 と 「布基礎の フーチ

ング幅」については、3階 建ては2階 建ての数値より1割 程度大 きい数値にな っている。

また、 「布基礎の長さ」 と 「独立基礎の個数」について は、2階 建ては標準量 とほぼ同程

度の数値にな ったが、3階 建てについては標準量よ り1割 程度大 きい数値にな った。

この ことか ら、 「基礎」についての3階 建ての施工量 は、2階 建ての施工量のほぼ1割 増

になっていることがわか る。

表4-2-1「 基礎」の項 目別 の平均値

3階 建て

2 階建て

標 準 量

布 基 礎

高 さ

(c m )

66.87

65
.
73

-

幅

(C m )

14.64

13 5 9
.

-

フーチング 幅

(C m )

52.27

45 9 2
.

-

建床面積1
2

m 当

たりの布基礎の

長さ

0.99

0.
88

0.90

(m)

建床面積1
2

m 当

たりの独立基礎

の個数

(個)

0.055

0. 042

0.040

ベタ基礎

のもの

(棟)

15

11

-
(注)数 値は、小数点以下第3位(独 立基礎の個数については第4位)を 四捨五入。

<参 考データ>

枠組壁構法及 びプ レハブ構法 に係 る 「基礎」、の平均値は表4-2-2の とおりであ り、概

ね軸組構法 と同様の傾向の数値 にな っている。ただ し、プ レハ ブ構法の 「布基礎の長 さ」に

ついては標準量が軸組構法よ り多いため、平均値の数値 も大 き くな っている。

なお、現行のプ レハ ブ準則には、基礎の補正項 目として 「階層」が あり、 「3階 建ての も

の」 は1.1の 増点補正をす るように定め られて いる。
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表4-2-2枠 組壁構法及びプレハ ブ構法に係 る 「基礎」の項 目別の平均値

枠組壁

構 法

プレハ

ブ構法

3階 建て

標 準 量

3階 建て

標 準 量

布 基 礎

高 さ

(C m )

64.56

-
67.20

幅

(C m )

-

15.27

-
14.80

-

フーチング 幅

(c m )

55.95

-
49.15

-

建床面積1
2

m

当た りの布基

礎の長 さ

(m)

0.94

0.90

1.01

0.95

建床面積1
2

m

当たりの独立

基礎の個数

(個)

0.03

0.04

0.04

-

ベタ基礎

のもの

(棟)

11

-
2

-
(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入。

(2)規 模別の平均値

規模別に各調査項 目の平均値は、次頁の表4-2-3の とお りである。

これによると、 「高さ」について は、規模が大 きいほど数値 も大 き くな り、逆 に 「布基礎

の長 さ」 は、規模が大 きいほど数値は小 さくな る。 「幅」については、どの規模 において も

3階 建ての方が2階 建て より1 c m 程度大 きい数値 にな っている。

また、すべての項 目において3階 建ての方が2階 建て より数値が大 きくなっている。

なお、参考データとして、枠組壁構法における規模別の平均値を表4-2-4に 示 した。

表4-2-3規 模別の平均値

規
模

「大」

規
模
「中」

規
模

「並」

規
模

「小」

3F(13棟)

3F(45棟)

3F(50棟)

3F(12棟)

布 基 礎

高 さ

(c m )

75.38

70.93

63.10

59.17

(

幅

cm )

14.85

14.62

14.58

14.75

フーチング 幅

(C m )

57.83

54.23

48.93

52.27

建床面積1
2

m

当た りの布基

礎の長 さ

(m)

0.83

0.91

1.05

1.17

建床面積1
2

m

当たりの独立

基礎の個数

(個)

0.040

0.058

0.055

0.056

ベタ基礎

のもの

(棟)

0

6

8

1

(注)数 値は、小数点以下第3位(独 立基礎の個数 につ いて は第4位)を 四捨五入。
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2 階建て 60. 6 1 1 3
.
87 4 5

.
66 0

. 86 0 . 40 7

2 階建 て 6 6 . 38 1 3. 38 42. 92
-

2

2 F (1 4棟) 6
6

. 93 13. 79 5 0 . 36 0
.
79 0. 025 1

2 F (42棟) 7
4

. 23 1 3

. 6 4 4 .
6 0 3 0

. 82 0

. 03 5 5
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1
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2 (13棟 5 .
8 00 1 3
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表4-2-4枠 組壁構法における規模別の平均値

規
模

「中」

規
模

「並」

3F(15棟)

3F(23棟)

布

高 さ

(C m )

64.53

66.09

(

基

幅

C m )

15.67

15.18

礎

フーチング 幅

(C m )

55.00

56.05

建床面積1
2

m

当たりの布基

礎の長さ

(m)

0.90

0.95

建床面積1
2

m

当たりの独立

基礎の個数

(個)

0.03

0.03

ベタ棊礎

の もの

(棟)

5

5

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。

(3)建 床面積 の規模別 による平均値

軸組構法の家屋 につ いて、建床面積 の規模別 による平均値を3階 建て と2階 建てで比較

したものが 図4-2-1～ 図4-2-4で ある。 これによると、布基礎の 「高さ」 「幅」

「フーチシグ幅」については、総 じて3階 建ての方が2階 建てよ り数値が大き くなっている

のに対 し、 「布基礎の長さ」については、建床面積の規模別 にみると3階 建てと2階 建ての

差がほとん どないことがわかる。

なお、建床面積の規模別で分けた場合 の家屋の棟数 は表4-2-5の とお りである。

表4-2-5 建床面積の規模別の家屋棟数(単 位:棟)

20

2

m 30 2
m 40

2

m 50
2

m 60
2

m 70
2

m 80
2

m 90
2

m 100
2

m 120
2

m 140
2

m

建床面積

3階 建て

～

8

～

20

～

23

～

27

～

15

～

14

～

3

～

4 6

～ ～

-

～

-
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2 F (15棟) 6
4

. 0 8 1 4
. 3 8 4 8

.

5 8 0
. 84 0.

0 4 4

2 F (18棟) 5 2

. 12 1 3

. 41 4 3
. 50 0

. 86
0

. 0 4 2

2 階建て - - 10 17 16 1 5 19 14 1 4 17 7



図4-2-1.布 基礎 の高さ(建 床面積別平均値)

高
さ

(

cm
)

100.00

80.00

60.00

40.00

20.00

0.00

20～ 30～40～50～60～70～80～90～100～120～140～

建床面積 (m
2

)

3F

2F

図4-2-2 布基礎の幅(建 床面積別平均値)

幅
(

cm
)

18.00

16.00

14.00

12.00

10.00

8.00

6.00

4.00

2.00

0.00

20～ 30～40～50～60～70～80～90～100～120～140～

建床面積 (m
2

)

3F

2F

―2 7―

57.13

66.70
60.59

55.90

69.15

63.53

87.33

59 .19

70.62

58.14

73.33

68.89

85.00

73.00

77.55

71.67

65.13

75.00

15.25
15.20 14.23

13.50

14.26

13.76

14.87

14.13

14.23

12.57

16.67

13.58

15.00

13.79

14.32

13.64 13.44 14.00



図4-2-3 布基礎のブーチング幅(建 床面積別平均値)

フ

ー

チ

ン

グ

(

C m
)

70.00

60.00

50.00

40.00

30.00

20.00

10.00

0.00

20～ 30～40～50～60～70～80～90～100～120～140～

建床面積(
2

m )

57.

3F

2F

50
51.35 48.19 50.52

55.28
51.45

57.50

66. 67

54.17

45.20 43.88 45.79
42.70

46.87 48.08
44.02

48.09
52.

図4-2-4 建床面積1
2

m 当たりの布基礎の長さ(建 床面積別平均値)

延
べ

延
長
(

m
)

1.20

1.00

0.80

0.60

0.40

0.20

0.00

20～ 30～40～50～60～70～80～90～100～120～140～

建床面積(

2

m )

3F

2F

1.13 1.15
1.06 0.99

0.88 0.93
0.86

0.81
0.87 0.82

0
. 69

1.04
0.96

0.86 0.92
0.81

0.63

0.86

―28―

00



(4)項 目別の集計結果

1布 基礎の高さ

布基礎の高 さの集計結果は、図4-2-5の とお りである。 これによると、3階 建て家屋

と2階 建て家屋 とで は、 ほぼ同 じような数値の分布 になってお り、最 も棟数の多 いのは60

台で、3階 建 て が43棟 ・35.8%、 2階 建 てが49棟 ・38 .0%、 次 が70 Cm

C m

台で3階 建てが40棟 ・

33.3%、 2階 建 てが37棟 ・28 .9%と な って い る。 ま た 「な し」 とい うの は、ベ タ基 礎 のみ の

施工が されて いる家屋であり、3階 建てが3棟 、2階 建てが5棟 であ った。

なお、布基礎の高 さの集計結果 における最大値 ・最小値、標準偏差は表4-2-6の とお

りである。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>

図4-2-5布 基礎 の高 さ

(棟)

50 3階 建て

2階 建て
40

30

20

10

0
30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 90～ 100～ な し

2cm

表4-2-6 布基礎の高さ(単 位: Cm )

3階 建て

平均値(標 準量)

66.87 (-)

最 大 値

135.00

最 小 値

30.00

標準偏差.

15.56

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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5
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0

.
00 16.
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2布 基礎の幅

布基礎 の幅の集計結果 は、図4-2-6の とお りである。 これによると、

で は、幅15 C m

3階 建て家屋

の もの に集 中 してお り、全棟数の うち88棟 ・73.7%を 占めている。 これに対

して2階 建て家屋で は、12

ものが59棟 ・45.7%、15 C m

C m の もの と15 C m 12

の ものが58棟 ・45.0%と な って い る。

C m の

なお、布基礎の幅の集計結果における最大値 ・最小値、標準偏差は表4-2-7の とお

りである。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、02階 建て=129棟>

図4-2-6布 基 礎 の幅

(棟)

100

80

60

40

20

0
11 12 13 14 15 16 17 18 19

(

20

C m)

なし

表4-2-7布 基礎 の 幅(単 位:cm)

3階 建て

平均値(標 準量)

14.64(-)

最 大 値

20.00

最 小 値

12.00

標準偏差

1.44

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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1

18

59

1
5 3

88

58

1 1 1 1 3 1 3
5

3階 建て

2階 建て

2 階建て 13. 5 9 (-) 2 0 . 0 0 11. 0 0 1. 66

の ものが ほぼ同 じくらいの棟数であ り、



3布 基礎のフーチ ング幅

布基礎のフーチ ング幅の集計結果は、図4-2-7の とお りである。 これによると、3

階建て家屋では、40

50

40

C

C

m

m

台 、60 C m

C m 台か ら60 C m 台が 全棟 数 の うち80棟 ・66.7%を 占 めてお り、40 Cm 台 、

台にほぼ同 じくらいの棟数が分布 している。 これに対 し、2階 建て家屋では、

台 に47棟 ・36.4%と 集 中 して い るが、60 C m 台 は8棟 ・ 6.2%し か な く、逆 に30 C m 台が

17棟 ・13.1%と3階 建てよ り多 くなっている。

また、 「不明」 とい うものが多か った(3階 建て:21棟 、2階 建て:22棟)。

なお、布基礎 のフーチング幅の集計結果における最大値 ・最小値、標準偏差 は表4-2

-8の とお りである
。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>

図4-2-7布 基 礎 の フー チ ング幅

3階 建て

平均値(標 準量)

52.27 (-)

最 大 値

80.00

最 小 値

30.00

標準偏差

10.01

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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(棟)

50

40

30

20

10

0
20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 不明 な し

(Cm )

2

8

17

28

47

22

25

30

8
6

2 2
1

21
22

3
5

2 階建て 4 5. 92 (-) 80 . 00 25. 00 8 . 93

3階 建て

2階 建て

表4-2-8 布基礎のフーチ ング幅(単 位: C m )



4建 床面積1

建床面積1

2

m

2

m

当たりの布基礎の長さ

当た りの布基礎の長 さについての集計結果 は、図4-2-8の とお りであ

る。2階 建て家屋で は、棟数の多 い順に0 .8m台 、0.9m台 、0.7m台 であるのに対 し、3階

また、 「な し」 というの は、ベタ基礎だけが施工 されている家屋であ り、布基礎が施工

されたうえにさらにベタ基礎が施工 されている家屋 は、3階 建てが12棟 、2階 建てが6棟

とな っている。

なお、建床面積1
m 2

当たりの布基礎の長さについての集計結果における最大値 ・最小値、

標準偏差は表4-2-9の とお りである。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>

図4-2-8 建床面積1
2

m 当たりの布基礎の長さ

(棟)

35

30

25

20

15

10

5

0
0.5未 満0.5～0.6～ 0.7～ 0.8～0.9～ 1.0～1.1～ 1.2～1.3～ 1.4～ な し

(m)
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3

6
5

4
3

4

10

20

13

32

23

30

26

14

16

8

12

2
3

2
3

2
3

5

3階 建て

2階 建て

建 て家屋 で は、棟 数 の多 い1順に1.0m台 、0.9m台 、1.1m台 とな って い る。 その ため、 標準

量 よ り大 きい値(1.0m以 上)の 棟 数 は、2階 建 てが28棟 ・21.7%で あ るの に対 し、3階 建

てが60棟 ・50.0%で あ り 、 3階 建ての方が施工量の多い家屋が多 くなっている。



表4-2-9 建床面積1
2

m 当た りの布基礎の長 さ(単 位:m)

3階 建て

平均値(標 準量)

0.99(0.90)

最 大 値

1.68

最 小 値 標準偏差

0.37 0.23

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入

5建 床面積1

建床面積1

2

m

2

m

当たりの独立基礎の個数及びベタ基礎が施工されている棟数

当た りの独立基礎の個数につ いての最大値 ・最小値 ・標準偏差は表4-2

-10の とお りである
。

また、ベ タ基礎が施工されている棟数につ いては、表4-2-11の とお りである。

なお、表4-2-11中 の 「ベタ基礎だけ(布 基礎な し)の もの」 とは、布基礎が施工さ

れてお らず、ベ タ基礎のみが施工 されているものをい う。

表4-2-10

3階 建て

建床面積1

平均値(標 準量)

0.055(0.04)

当たりの独立基礎の個数(単 位:個)

最 大 値

0.16

最 小 値

01

標準偏差

0.035

(注)数 値は、小数点以下第3位(第4位)を 四捨五入

表4-2-11ベ タ基礎が施工 されている もの

3階 建て

棟 数

15棟

全棟数に対する割合

12.50%

ベタ基礎だ け(布 基礎な し)の もの

3棟

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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4-3外 壁

(1)調 査対象家屋の平均値

外壁の調査項目は、 「延べ床面積1
2

m 当た りの仕上げ面積」、「開口率」、「軒高」、「階高」

これ に よ る と、 「仕上 げ面積」については、

数値になっているが、 3階 建 て は1.50
2
m

2階 建 て は1.27
2

m と標準 量(1.20
2

m )に 近 い

と2階 建てよりも大 きい数値になっている。 それと

表4-3-1「 外壁」の項 目別の平均値

延べ床面積1
2

m 開 口 率 軒 高
階 高(m)

当たりの仕上げ

3階 建て

2 階建て

標 準 量

面積

1.50

1 . 27

1.20

(
2
m ) (%)

17.63

19 .92

25.00

(m)

8.63

6 . 12

-

1F床→2F床

2.84

2 .
9 4

-

2F床 →3F床

2.81

-

3F(2F)床 → 軒 桁

-

2.64

2. 79

-
(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。

<参 考 データ〉

枠組壁構法及びプ レハブ構法に係 る 「外壁」の平均値は表4-3-2の とおりであ り、概

ね軸組構法 と同様の傾向の数値になっている。ただ し、プ レハブ構法の 「開口率」について

は標準量が軸組構法 よ り少 なくな っているが、数値 としては、軸組構法 ・枠組壁構法 とあま

り変わ らない結果になっている。
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なお 「階高」 とは、ある階の床面か ら直上階の床面までの高さをいうものであ り、 「1F

床面→2F床 面」、「2F床 面→3F床 面」及 び 「3F(2F)床 面→軒桁」について調査 し

た。

の4項 目であ り、それぞれの平均値は表4 -3-1の とお りで あ る。

は逆 に、 「開口率」 については、2階 建ての方が3階 建て より数値が大 きくなっている。た

だ し、2階 建てにつ いて も標準量よ り小 さい数値になって いる。

このことか ら、3階 建て家屋 は2階 建て家屋 に比べて、開 口部分が少 な く、壁面積が多い

ということがわか った。

また 「階高」 につ いては、3階 建てよ り2階 建ての方が数値が大 きくな っているが、 これ

は、3階 建て家屋が建築基準法上 の高 さ制限の影響によるもの と考え られる。



表4-3-2 枠組壁構法及びプレハブ構法に係る 「外壁」の項目別の平均値

枠組壁

構 法

プ レハ

ブ構法

3階 建て

2 階建て

標 準 量

3階 建て

2 階建て

標 準 量

延べ床面積1

2

m 当たりの仕

上げ面積(

1.44

1. 2 1

1.20

1.42

1. 21

1.20

2
m )

開口率

(%)

16.98

19. 09

25.00

17.71

18 . 8 3

20.00

軒 高

(m)

8.23

5. 92

-
8.19

6
. 06

-

階

1F床→2F床

2.74

2 . 8 4

-
2.80

2
.
8 4

2.70

高(m)

2F床 →3F床

2.70

-

-
2.78

-
2.70

F(2F)床 → 軒

2.46

2 . 59

-

2 . 77

2.70

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。

(2)規 模別 の平均値

規模別 に各調査項 目の平均値 は、次頁の表4-3-3の とお りである。

これによると、 「仕上げ面積」 については、規模が大 きいほど数値が小 さくなってお り、

「開口率」 につ いては、全ての規模で標準量を下回ってい る。

また 「階高」 につ いては、どの規模 において も2階 建ての方が数値が大 きくなって いる。

なお、参考データと して、枠組壁構法における規模別の平均値を表4-3-4に 示 した。

表4-3-3 規模別の平均値

規模

「大」

規
模

「中」

規
模

「並」

規
模「小

」

3F(13棟)

2 F (14棟)

3F(45棟)

2 F (43棟)

3F(50棟)

2 F (69棟)

3F(12棟)

2 F (13棟)

延べ床面積1
2

m 当

たりの仕上げ面積

1.28

1
. 12

1.40

1. 12

1.58

1 . 35

1.82

1
. 5 9

(
2

m )

開口率

(%)

18.25

2 1
. 15

18.09

20 . 7 8

16.92

19.
7 6

18.25

16 .6 9

軒 高

(m)

8.54

6. 2 1

8.60

6 . 08

8.65

6 . 21

8.71

5 . 97

階 高(m)

1F→2F

2.89

3
. 08

2.84

2 .: 9 8

2.83

2
.
9 3

2.90

2
. 86

2F→3F

2.85

-
2.81

-
2.81

-
2.75

-

3F(2F)→ 軒桁

2.55

2 . 86

2.64

2 . 77

2.65

2. 7 9

2.66

2 . 74

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。
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表4-3-4枠 組壁構法における規模別の平均値

規
模

「中」

規模

「並」

3F(15棟)

2 F (16棟)

3F(23棟)

2 F (18棟)

延べ床面積1 2
m 当

たりの仕上げ面積

1.30

1. 14

1.53

1 .
27

(
2

m )

開口率

(%)

17.53

19 . 6 0

16.41

18 . 6 1

軒 高

(m)

8.39

5. 88

8.21

5.
9 4

1F→2F

2.79

2. 84

2.72

2
. 84

階 高(m)

2F→3F

2.68

-
2.71

-

3F(2F)→ 軒桁

2.43

2 . 56

2.52

2 . 5 6

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。

(3)項 目別の集計結果

1延 べ床面積1

延べ床面積1

に よ る と、

2
m

2

m

当たりの外壁仕上げ面積

当た りの仕上げ面積の集計結果 は、図4-3-1の とお りである。 これ

2階 建て家屋が標準量に近い値(1.1

あるのに対 し、 3階 建て家屋 は1.1

標準量 よ り大 きい値(1.4
2

m

2

m 台 ～1.3

2
m

2
m

台 ～1.3
2

m 台)の ものが59棟 ・45.7%で

台の ものが31棟 ・25.8%し か ない。 また、

以 上)の もの は、2階 建て が36棟 ・27.9%で あ るの に対 し、3

階建ては77棟 ・64.1%と2階 建て家屋の2倍 以上の数値 にな っている。 このため、平均値

において は、 2階 建てが標準量(1.2

と標準量を0.30
2

m

2

m )に 近 い1.27

上回る結果にな った。

なお、延べ床面積1
2
m

2
m で あ るの に対 し、3階 建 て は1.50

当たりの仕上げ面積の集計結果における最大値 ・最小値、標準偏

差 は表4-3-5の とお りであ る。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>
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図4-3-1 延べ床面積1 2
m 当たりの外壁仕上げ面積

(棟)

25

20
18

23

17
18

17 17

3階 建て

2階 建て

16
15

15

10

6

12

9

6

8

12

9

14

10

7

5
5

0 ～0 .89

3

0.9～ 1.0～
1
. 1～ .3～ .4～ .5～ .6～ .7～

1

.9～

1

3

2.0～

(
2

m )

2

表4-3-5 延べ床面積1
2

m 当たりの外壁仕上げ面積(単 位: 2
m )

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

1.50(1.20)

1.
27 (1 . 20 )

最 大 値

2.57

3. 25

最 小 値

93

0. 76

標準偏差

0.29

0. 30

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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1 1 1 1 1 1 1.8～

0.

.2～



2外 壁の開口.率.

外壁の開口率 についての集計結果 は、図4-3-2の とお りである。 これによると、2

階建て家屋では、最 も多いのが18%台 ～21%台 のもので全棟数のうち54棟 ・41.9%を 占め

てお り、標準量(25.00%)に 近 い値(24%台 ～27%台)の ものは、23棟 ・17.8%と な って

いる。

これに対 し3階 建て家屋では、最 も多いのが14%台 ～17%台 の もので43棟 ・35.8%を 占

めてお り、標準量(25.00%)に 近 い値(24%台 ～27%台)の ものは、7棟 ・5.8%し かない。

したがって、 この結果か らは、2階 建て も3階 建て も標準量の数値よ り開口率 の少ない

家屋がほとん どであ り、特に3階 建てについては顕著である。

なお、外壁の開口率の集計結巣 における最大値 ・最小値、標準偏差は表4-3-6の と

お りである。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>

図4-3-2外 壁 の開 口率

(棟)

30

25

26

29

25

3階 建て

2階 建て

20

20
17

15

18

16

15

12 12

10

5

0

2

10未 満

5

10～

1

12～

8

14～

8

16～ 18～ 20～

5

22～

6

24～

1

7

26～

1
2

28～

4

2

30以 上

3
4

不明

(%)

表4-3-6外 壁の開口率(単 位:%)

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

17.63(25.00)

19 . 9 2 (25. 0 0)

最 大 値

42.00

3 4 .00

最 小 値

1

7.00

0 . 00

標準偏差

5.18

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入
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3軒 高 ・階高

軒高及び階高についての集計結果 は、図4-3-3～ 図4-3-5の とお りである。

軒 高 につ いて は、 図4-3-3に よれば 、

棟数の58 .9%が 集 中 して お り、

2階 建て家屋では6.0m以 上6.5m未 満に全

3階 建て家屋では8 .5m以 上9.0m未 満 に全 棟数 の61.7%

が集中 している。

また、3階 建て家屋の階高につ いては、

もに2.8m台 に集 中 して お り、

1階 床面～2階 床面及び2階 床面～3階 床面と

1階 床面～2階 床面で は全棟数 の37.5%で あ り、 2階 床

面～3階 床面では全棟数の54.7%と な っている。 これに対 し、2階 建て家屋の階高で1階

床面 ～2階 床面 につ い て は、2.9m台 と3.0m台 に集 中 して お り73棟 ・56.6%と な って い る。

この ことか ら、階高につ いては、2階 建ての方が3階 建て よりも高 いとい うことがわかる。

なお、軒高及び階高の集計結果における最大値 ・最小値、標準偏差 は表4-3-7～ 表

4-3-10の とお りで あ る。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物 3階 建 て=120棟 、 2階 建て=129棟>

(「2階 床面～軒桁」のみ28棟)

図4-3-3軒 高

(棟)

80

70

76

3階 建て

2階 建て

74

60

50

40

30

20

23

15

22

11

10

0

4

5未満 5～

5

5.5～

1

6～

3

6.5～ 7～

2
6

3

7.5～ 8～ 8.5～ 9～

3

9.5以 上

(m)

表4-3-7軒 高(単 位:m)

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

8

6

.63(-)

. 12 (- )

最 大 値

9.92

7 . 8 6

最 小 値

6.35

3. 10

標準偏差

0

0

.54

. 65

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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図4-3-4 1階 床面～2階 床面

(棟)

50

45

40

35

30

25

20

15

10

5

0

4
2

7

1

19

9

45

29

21

36

20

37

2

8

3階 建て

2階 建て

2.6未 満

3

2.6～ 2.7～ 2.8～ 2.9～ 3.0～ 3.1～ 3.2～

2

4

3.3以 上

(m)

表4-3-8 階高:1階 床面→2階 床面(単 位:m)

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

2.84

2. 94

(-)

(-)

最 大 値

3.46

9
. 80

最 小 値

2.30

2
. 40

標準偏差

0.15

0
. 17

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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図4-3-5 3階 建て家屋の階高

(棟)

70

60
2F床 面 ～3F床 面

3階 床面 ～軒桁

65

50

39
40

30

20

10

0

5

2.2未 満

2

2.2～

2

2.3～

12

2.4～

10

2.5～

10

25

2.6～

24

2.7～

18

2.8～

13

2.9～

1

6

3.0～

4
2 2

3.1以 上

(m)

表4-3-9階 高:2階 床面→3階 床面(単 位:m)

3階 建て

平均値(標 準量)

2.81(-)

最 大 値

3.30

最 小 値

2.60

標準偏差

0.10

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入

表4-3-10階 高:3階 床面(2階 床面)→ 軒桁(単 位:m)

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

2.64(-)

2
. 79 (

-

)

最 大 値

3.62

3
.23

最 小 値

1.50

2. 6 0

標準偏差

0.25

0
. 1 3

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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4-4柱

(1)調 査対象家屋の平均値

柱の調査項 目は、 「延べ床面積1 2
m 当た りの本数」、「筋違(す じかい)の 割合」の2項 目

であ り、それぞれの平均値 は表4-4-1の とお りである。

なお、 「筋違」については、壁体部全体 に対 して筋違が施 されている壁体の割合を調査 し

た。

柱の 「本数」については、軸組構法の家屋(3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟)の う

ち、3階 建てが115棟 、2階 建てが124棟 か ら得 られた回答 による数字 である。また 「筋

違」については、3階 建てが48棟 ・40.0%、2階 建てが50棟 ・38.8%か ら得 られた回答 によ

る数値である。(「 筋違」については、不明 というものが多か った)

これによると、 「本数」についての2階 建ての数値 は、ほぼ標準量 と同 じであるが、3階

建ての数値 は標準量よ り1割 程度大 きくなってい る。

「筋違」 については、3階 建での方が2階 建てよ り数値が大 き くなっている。

表4-4-1「 柱」の項 目別の平均値

3階 建て

2 階建て

標 準 量

延べ床面積1
2

m 当 り

りの本数(本)

0.76

0
. 69

0.70

筋違の割合

(%)

53.02

45 .
1 4

-
(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入。
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(2)規 模別の平均値

規模別 に各調査項 目の平均値は、表4-4-2の とお りである。

これによると、延べ床面積1

工量(本 数)が 多 くな っており、また、規模が小 さくなるほどに、3階 建て と2階 建ての施

工量(本 数)の 「差」が大 き くなっている。

「筋違」について は、規模が大 きくなるほど、筋違の はいっている壁体部の割合が多 くな

っている。

当た りの柱の本数 について は、規模が小 さ く3なるほど、施
2

m



表4-4-2 規模別の平均値

規
模

「大」

規
模

「中」

規
模

「並」

規
模

「小」

3F(13棟)

2 F (14棟)

3F(43棟)

2 F (11棟)

3F(48棟)

2 F (5 6棟)

3F(11棟)

2 F (13棟)

延べ床面積1
2

m 当

りの本数(本)

0.62

0
. 6 3

0.71

0. 6 5

0.81

0
. 7 0

0.90

0. 78

規
模「大

」

規
模

「中」

規
模

「並」

規
模

「小」

3F(4棟)

2 F ( 2 棟)

3F(18棟)

2 F (15棟)

3F(21棟)

2 F (30棟)

3F(5棟)

2 F ( 3棟)

筋違の割合

(%)

68.50

43 . 00

52.33

49 . 40

54.57

4 4
. 03

36.60

36 . 33

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。

(3)項 目別の集計結果

1延 べ床面積1

延べ床面積1

2

m

2
m

当たりの柱の本数

当たりの柱の本数についての集計結果 は、図4-4-1の とお りである。

これ によると、3階 建て家屋 も2階 建て家屋 も標準量(0 .70)の 前後の数値で棟数が多 く

なっている。

ただ し、3階 建て家屋 について は、標準量 よ り大 きい値(0 .80以 上)の ものか42棟 ・

36.5%あ るの に対 して 、2階 建 て家屋 で は17棟 ・13.7%し か ない とい う結 果 にな って い る。

また、 これ とは逆 に、標 準量 よ り小 さ い値(0.60未 満)の ものは、3階 建 てが12棟 ・10.4

%で あ るの に対 し、2階 建て は25棟 ・20.1%と な って い る。

なお、延べ床面積1
2

m 当た りの柱の本数 についての集計結果における最大値 ・最小値、

標準偏差は表4-4-3の とお りである。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=115棟 、2階 建て=124棟>
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図4-4-1 延べ床面積1
2

m 当たりの柱の本数

(棟)
30

26

25 24 3階 建て

2階 建て

20
18

17
16

15 14 14 14 14
13

10

10

7 7

9

6

5

0

2
1

～0
.49

3

0.50～ 0.55～ 0.60～ 0.65～ 0.70～ 0.75～ 0.80～

5

0.85～

3

0.90～

4

0.95～

1

4

1

1.00～

4

1.05～

2

1.10～

5

不 明

5

(本)

表4-4-3 延べ床面積1
2

m 当た りの柱の本数(単 位:本)

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

0.76(0.70)

6 . 69 (
0
. 7 0 )

最 大 値

1.11

1
. 0 1

最 小 値

0

0.44

. 43

標準偏差

0.14

0
. 10

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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2筋 違の割合

筋違の割合についての集計結果は、図4-4-2の とおりであ る。筋違は、建物が完成

して しまうと外観か らは判断できないため、不明 とい う回答が多か った。

なお、筋違の割合についての集計結果における最大値 ・最小値、標準偏差は表4-4-

4の とおりである。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=48棟 、2階 建て=50棟>

図4-4-2筋 違の割 合

(棟)

18 17

16

14

3階 建て

2階 建て

12

12

10 9 9

8

8 7 7

6

4 4 4 4 4

4

2 1

2 2 2 2

0
10～ 20～ 30～ 40～ 50～ 60～ 70～ 80～ 90～ 100

(%)

表4-4-4筋 違の割合(単 位:%)

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

53.02(-)

45. 14 (
)

-

最 大 値

100.00

100 . 00

最 小 値

15.00

20. 00

標準偏差

23.00

18 .5 4

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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4-5内 壁

調査対象家屋の平均値

内壁の調査項 目は、 「延べ床面積1 2

m 当た りの仕上げ面積 」、「開口率」、「部屋数」、「天井

高」、「間仕切の量(延 べ床面積 ÷部屋数)」の5項 目であ り、それぞれの平均値 は表4-5-

1の とお りである。なお、 「天井高」についで は、 「1階 」 「2階 」及び 「3階 」のそれぞ

れにつ いて調査 した。

これによると、 「仕上げ面積」 について は、3階 建てと2階 建てで は、若干の差 はあるが

ほぼ標準量 と同 じ数値にな っている。同様に、 「開口率」 については2階 建てと3階 建ての

数値が ほぼ同 じであるものの、標準量 と比べ5%少 な くなっている。

「部屋数」について は3階 建ての方が多 くな っているため、結果 として 「間仕切」の数値

は、3階 建ての方が小 さくなる。 また、 「間仕切」については、3階 建て及び2階 建ての数

値とも標準量と比べ5
2

m
～6 2

m 多 くな って い る。

「天井高」については、3階 建 て及び2階 建ての数値 とも、 ほぼ標準量 と同程度の ものに

なって いる。

この結果をみると、3階 建て及 び2階 建てに係 る 「開口率」及び 「間仕切」の平均値は標

準量 とは乖離 しているに もかかわ らず、 「延べ床面積1 2

m 当た りの仕上 げ面積」についての

平均値 は標準量 に近 い数値 とな っていることがわか る。 これは 「開口率」の平均値は増点補

正を要す る値であるのに対 し、 「間仕切」の平均値 は減点補正を要す る値であることか ら、

結果的 に増点 ・減点の補正率が相殺 され、 「仕上げ面積」 としては標準量 に近い値になるの

ではないかと考え られ る。

表4-5-1「 内壁」の項 目別の平均値

3階 建て

2 階建て

標 準 量

延べ床面積1
2

m

当たりの仕上げ

面積(

2.68

2
.
68

2.60

2
m )

開 口 率

(%)

24.83

2 4. 9 8

30.00

部屋数

(室)

7.19

6
. 7

6

1

天 井 高(m)

1階

2.40

2
. 44

2.40

2階

2.40

2 . 42

2.40

3階

2.36

-

2.40

間 仕 切

(
2

m )

2 2 .22

16.70

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。

<参 考データ>

枠組壁構法及びプ レハ ブ構法 に係 る内壁の平均値 は、表4-5-2の とお りである。

標準量 は全て軸組構法 と同 じ数値であり、 「部屋数」、「天井高」、「間仕切の量」について
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は軸組構法に近 い数値にな っで いる。

ただ、枠組壁構法の 「内壁仕上 げ面積」 についでは、

0.15～0

3階 建て ・2階 建て ともに標準量を

.20程 度上回 ってお り、全体的に施工量が多 くなっていることがわか る。 また、プ レ

ハ ブ構法の 「開口率」については、他の構法よ りも3階 建て ・2階 建て ともに数値が小 さ く

なっている。

表4-5-2枠 組壁構法及びプレハブ構法 に係る 「内壁」の項 目別の平均値

枠組壁

構 法

プレハ

ブ構法

3階 建て

2 階建て

標 準 量

3階 建て

2 階建て

標 準 量

延べ床面積1 2
m

当たりの仕上げ

面積

2.79

2 .77

2.60

2.78

3
. 60

2.60

(
2

m )

開口率

(%)

23.05

28. 54

30.00

19.50

2 0
. 42

25.00

部屋数

(室)

6.95

6 . 6

6

6

7.27

6
. 6 2

5～6

天 井 高(m)

1階

2.43

2. 47

2.40

2.40

2
. 4 4

2.40

2階

2.41

2 . 43

2.40

2.38

2
. 4 4

2.40

3階

2.36

-

2.40

2.32

-
2.40

間仕切

(
2

m )

21.65

2 2 . 74

16.70

20.88

2 2
.87

-
(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。

(2)規 模別の平均値

規模別 に各調査項 目の平均値は、次頁の表4-5-3の とお りであ る。

これによると、 「天井高」 には規模による差 はあまり見 られない。 「内壁仕上げ面積」 に

ついては、規模が小 さいほど数値(施 工量)が 大 きくな ってお り、それとは逆に 「開口率」

について は、規模が小さいほど数値は小 さ くなっている。そ して、外壁の開口率の場合 と同

様、数値は標準量(30.00%)よ り小さい もの となって いる。

ま た、 「間仕 切 」 につ いて は、標 準量 は16.7 2
m であるのに対 して、規模 「小」以外 はこの

数値 を上回ってお り、規模が大 きいほど数値 も大 き くなっている。

なお、参考データとして、枠組壁構法における規模別の平均値を表4-5-4に 示 した。
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表4-5-3規 模別の平均値

規
模
「大」

規
模

「中」

規
模

「並」

規
模

「小」

3F(13棟)

2 F (14棟)

3F(45棟)

2 F (4 3棟)

3F(50棟)

2 F (59棟)

3F(12棟)

2 F (13棟)

延べ床面積1 2
m

当たりの仕上げ

面積

2.59

2 . 55

2.53

2
.
52

2.71

2
.6 8

3.22

2. 86

(
2

m )

開口率

(%)

26.17

26 . 92

25.98

26 .3 9

23.35

2 4
. 02

25.33

2 2. 92

部屋数

(室)

9.85

9 . 64

8.13

7 . 26

6.18

6

． 02

5.00

4 . 92

天 井 高(m)

1F

天 高

2.43

2 . 48

2.40

2
.
4 4

2.40

2
. 43

2.38

2. 39

2F

天 高

2.44

2 . 43

2.41

2 . 42

2.39

2
. 42

2.37

2 . 39

3F

天 高

2.33

-
2.37

-
2.37

-
2.35

-

間仕切

(
2

m )

26.33

2 4
. 58

21.80

24.
42

21.16

20
.9 7

17.48

18 . 07

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。

表4-5-40枠 組壁構法の規模別平均値

規
模

「中」

規模

「並」

3F(15棟)

2 F (15棟)

3F(23棟)

2 F (18 )

延べ床面積1

当たりの仕上げ

面積

棟

2.64

2
. 6 8

2.84

2
. 7 8

(
2

m )

開口率

(%)

23.20

2
4
. 40

23.36

2 3 .00

部屋数

(室)

8.67

7

. 47

5.87

6 . 89

天 井 高(m)

1F

天 高

2.44

2
. 4 8

2.42

2 . 43

2F

天 高

2.40

2

. 4 1

2.42

2 . 4 3

3F

天 高

2.37

-
2.38

-

間仕切

(
2

m )

20.87

2 4
. 15

21.97

21. 85

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入。

(3)項 目別の集計結果

1延 べ床面積1

延べ床面積1

よ る と、

2

m

2
m

当たりの内壁仕上げ面積

当た りの仕上げ面積の集計結果は、図4-5-1の とお りである。 これに

2階 建て家屋が標準量に近い値(2.4

の に対 し、 3階 建て家屋 は2.4
2

m 台 ～2.9

また、標準量よ り大 きい値(3.0
2

m

2
m

2
m 台 ～2.9

2

m 台)の ものが97棟 ・75.2%で あ る

台 の ものが58棟 ・48.3%と な って いる。

以上)の もの は、2階 建 て が12棟 ・9.3%で あ るの に対 し、

3階 建ては31棟 ・25.8%と2階 建て家屋 の2倍 以上の数値になっている。

ただ し、3階 建て は標準量 より小 さい値の ものも2階 建てより多いため、平均値において
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は、2階 建て と3階 建て との差 はそれほど大 きな ものではな くなっている。

なお、延べ床面積1
2

m 当たりの仕上げ面積の集計結果における最大値 ・最小値、標準偏差

は表4－5-5の とお りであ る。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>

図4-5-1 延べ床面積1 2
m 当たりの内壁仕上げ面積

(棟)

50

45

40

3階 建て

2階 建て

30
29

26

23

20

15 15
17

15

10

0

4 4
6

2

6

2.0～

表4-5-5

7

2.2～

7

2.4～

延べ床面積1
2

m

2.6～ 2.8～ 3.0～

5

9

3.2～

当たりの内壁仕上げ面積(単 位:

2

2

m )

3

3.4～

3
4

2

3.6以 上

(
2

m )

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

2.68(2.60)

2
. 63 (2 .60 )

最 大 値

3.82

3
. 67

最 小 値

1.08

1
. 0 6

標準偏差

0.52

0

. 41

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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図4-5-2内 壁 の開 口率

(棟)

20

15
15

18
19

14

19

14

16

3階 建て

2階 建て

11

10

10

5

5

2
3 3 3

6

5

6

8 8 8

7

9

7

9

2
3

7

5

3

4

0
12未 満 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～ 24～ 26～ 28～ 30～ 32～ 34～ 36～ 不明

(%)

表4-5-6内 壁の開口率(単 位:%)

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

24.83(30.00)

2 4. 9 9 (30 . 0 0)

最 大 値

57.00

49 . 0 0

最 小 値

1

6.00

0. 0 0

標準偏差

7.78

6. 9 7

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入
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2内 壁の開口率

内壁の開口率 につ いての集計結果は、図4-5-2の とお りである。 これによると、2階

建て家屋では、最 も多いのが24%台 ～27%台 の もので全棟数の うち38棟 ・29.5%を 占めてお

これに対 し3階 建て家屋で は、最 も多 いのが22%台 ～25%台 の もので全棟数の うち32棟 ・

26.7%を 占めているが、標準量(30.00%)に 近い値(28%台 ～31%台)4の もの も27棟 ・22.5

%あ る。

開口率について は、総 じて3階 建て も2階 建て も標準量 よ り数値の小 さい家屋が多 く、 ま

た、平均値が どち らも約25%に な っており、3階 建てと2階 建てとの差は見 られない。

なお、内壁の開 口率の集計結果 における最大値 ・最小値、標準偏差 は表4-5-6の とお

りである。

〈調査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>

00%)に 近 い値(28%台 ～31%台)の もの は、16棟 ・12.4%と な って い る。り、標 準 量(30.



3部 屋 数

部屋数についての集計結果 は、図4-5-3の とおりであ る。,これによると、2階 建て

家屋で は、標準量(6室)に 近い値(5室 ～7室)の ものが全棟数のうち92棟 ・71.3%を

占めてい る。 これに対 し、3階 建て家屋では7室 が最 も多 く、6室 ～80室 の ものが全棟数

の うち66棟 ・55.0%と なっている。

なお、部屋数の集計結果 における最大値 ・最小値、標準偏差 は表4-5-7の とお りで

ある。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>

図4-5-3部 屋 数

(棟)

35

30
29

34

29 29

3階 建て

2階 建て

25

20
20

15

10
9

17 17

12

10 10 10

6

5

0
4以下 5 6 7 8 9 10

2
4

11

2

4
5

12以 上

(室)

表4-5-7部 屋数(単 位:室)

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

7.19(6)

6
.
71 ( 6)

最 大 値

13.00

13
. 0 0

最 小 値

3.00

4. 0 0

標準偏差

2.06

1.
86

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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4天 井の高 さ

天井高についての集計結果 は、図4-5-4～ 図4-5-6の とお りである。 これによ

ると、1階 天井高か ら3階 天井高 まで、3階 建て家屋 も2階 建て家屋 も標準量(2.40m)

とほぼ同じ値(2.40m台)に ほとんどの家屋が集中 して いる。

なお、天井高の集計結果 における最大値 ・最小値、標準偏差 は表4-5-8～ 表4-

5-10の とお りであ る。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>

図4-5-41階 天 井 高

(棟)

100

100

80

81

3階 建て

2階 建て

60

40

23
18

20

0

1

2.2未 満

1

2.2～ 2.3～

3

2.4～

9

2.5～

4

2.6～

5
1 3

2.7以 上

(m)

図4-5-52階 天井 高

(棟)

120

100
93

112

80

60

40

20

0

2

2.3未 満

16

2.3～

3

2.4～

4

2.5～

13

4

2.6～

1

2.7以 上

1

(m)
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図4-5-6 3階 天井高

(棟)

80

70

60

50

40

30

20

10

0

2

2.0未 満2.0～

3階 建て

4

2.1～

9

2.2～

25

2.3～

73

2.4～

4 3

2.5～2.6以 上

(m)

表4-5-8 1階 天井高(単 位:m)

3階 建て

3 階建て

平均値(標 準量)

2.40(2.40)

2 . 44 (2. 40)

最 大 値

2.80

2. 8 0

最 小 値

2.10

2. 30

標準偏差

0.08

0 . 0 7

表4-5-9 2階 天井高(単 位:m)

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

2.40(2.40)

2
. 42 (2． 40)

最 大 値

2.80

2 . 70

最 小 値

2.15

2 . 30

標準偏差

0. 0 5

表4-5-10 3階 天井高(単 位:m)

3階 建て

平均値(標 準量)

2.36(2.40)

最 大 値

2.67

0最 小 値

1.80

標準偏差

0.11

(注)数 値は、小峯点以下第3位 を四捨五入
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5間 仕切の量(「 延べ床面積÷部屋数」、で求められるもの)

間仕切の量 につ いての集計結果 は、図4-5-7の とお りである。 これによると、3階

建て家屋 も2階 建て家屋 も標準量の値(16
2

m 台)の ものは全棟数の8～9%し かな く、ほ

とんどの家屋が標準量より大きい値になっている。

なお、間仕切の量の集計結果における最大値 ・最小値、標準偏差は表4-5-11の とお

りである。

<調 査対象家屋:軸 組構法建物3階 建て=120棟 、2階 建て=129棟>

図4-5-7間 仕切の量(延 べ床面積 ÷部屋数)

(棟)

35

30

25

20

15

10

5

0

2

14未 満

9

14～

3

10

12

16～

11

24

17～

34

10～

15

10

27

21～

13

17

23～

15

25～

11
10

27～

8

3

29～

3階 建て

2階 建て

4

1

4

31～

(

2

4

33以 上
2

m )

5階建て

2 階建て

表4-5-11

平均値(標 準量)

21.59(16.70)

22 . 22 (16. 7 0)

間仕切の量(単 位:

最 大 値

35.99

36. 39

2
m )

最 小値

13.18

14 . 98

標準偏差

4.55

4. 56

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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4-6天 井

(1)調 査対象家屋の平均値

天井の調査項目は、 「天井仕上げ面積(延 べ床面積1 2
m 当た り)」だけであり、その平均値

は表4-6-1の とお りである。

これによると、天井仕上げ面積については、3階 建て と2階 建てに差 は見 られない。

なお、参考 データとして枠組壁構法及びプ レハ ブ構法の平均値を表4-6-2に 示 した。

表4-6-1 「天井」の項 目別の平均値 表4-6-2 枠組壁構法及びプレハブ構法に係る

「天井」の項目別の平均値

3階 建て

2 階建て

標 準 量

延べ床面積1
2

m 当た り

の仕上げ面積(

0.99

0

. 99

1.00

2
m )

(注)数 値は、小数点以下第3位

を四捨五入。

枠組壁

構 法

プレハ

ブ構法

3階 建て

2 階建て

標 準 量

3階 建て

2 階建て

標 準 量

延べ床面積1
2

m 当た り

の仕上げ面積(

0.98

0

. 99

1.00

1.00

0 . 99

1.00

2

m )

(2)規 模別の平均値

規模別に各調査項 目の平均値 は、次頁の表4-6-3の とお りである。

なお、枠組壁構法における規模別の平均値を表4-6-4に 示 した。
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表4-6-3規 模別の平均値 表4-6-4 枠組壁構法の規模別平均値

規
模

「大」

規
模

「中」

規
模

「並」

規
模

「小」

3F(13棟)

2 F (14棟)

3F(45棟)

2 F (43棟)

3F(50棟)

2 F (59棟)

3F(12棟)

2 F (13棟)

延べ床面積1 2
m 当た

りの仕上げ面積(

0.99

0 .9 9

0.99

0. 99

0.99

0
. 99

1.00

1. 0 0

2
m )

規
模

「中」

規
模

「並」

3F(15棟)

2 F (15棟)

3F(23棟)

2 F (18棟)

延べ床面積1
2

m 当た

りの仕上げ面積(

0.99

0 .99

0.98

0 . 99

2

m )

(注)数 値 は、小数点以下第3位 を四捨五入。

(3)項 目別 の集計結果

1延 べ床面積1

延べ床面積1
2

m

2

m 当たりの天井仕上げ面積

当た りの仕上 げ面積 につ いての集計結果は、表4-6-5の とお りである。

これによると、3階 建て家屋 も2階 建て家屋 も標準量 と同 じものが ほとんどである。

表4-6-5 延べ床面積1
2

m 当たりの天井仕上げ面積(単 位: 2
m )

3階 建て

2 階建て

平均値(標 準量)

0.99(1.00)

0 . 99 (1 .00)

最 大 値

1 . 05

最 小 値

0.84

0 . 85

標準偏差

0.03

0
.
0 3

(注)数 値は、小数点以下第3位 を四捨五入
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4-7そ の他工事

・その他工事については、 「3階 建て」 という理 由だけで行 っている評価方法又は補正等につ

いて調査 したが、実際にその他工事 につ いて補正等を行 っているの は、現段階では1団 体に

す ぎなか った。

その内容 は、 「3階 建て は、2～3階 部分の階段を考慮 して、施工量の多少 につ いては、

1.10を 基準 としている」とい うものであった。

・また、 「3階 建て」という理由だけで、他の部分別の項 目で補正を行 っている団体 は、2団

体であった。

その内容 は、 「3階 建ては、基礎 について1.10の 増点補正をする」 というもの と、 「柱の太

さ が10.5c mで あれ ば12。mで 、12c mで あれ ば13.5c mと して評価する」 というものであ った。
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III おわ りに

本調査では、近年建築された木造専用住宅用建物の3階 建て家屋に係る部分別の施工量について、

1同 程度の規模の2階 建て家屋に係る部分別の単位(1
2

m )当 たり施工量及び2評 価基準で定めら

れている標準量 とを比較 し、それぞれどのような差異、傾 向、あるいは特徴があるのか とい うこと

に主眼をおいて調査 ・分析を行 った。

その結果、今回の調査 においては、調査対象家屋の棟数はやや少ない ものの、木造3階 建て家屋

に係る各部分別の施工量 と2階 建て家屋の施工量については、以下のような結果が得 られた。

・ 「屋根」 については、2階 建て家屋よ り若干少ない施工量である。

・ 「基礎」 については、2階 建て家屋の1割 増の施工量で ある。

・ 「外壁」については、2階 建て家屋の約2割 増の施工量である。

・ 「柱」については、2階 建て家屋の1割 増の施工量である。

・ 「内壁」については、2階 建て家屋よ り若干多い施工量である。

・ 「天井」については、2階 建て家屋 との施工量の差 はない。

この ことか ら、 「基礎」 「外壁」 「柱」については、3階 建て家屋が2階 建て家屋 と比べて施工

量が多 い傾向にあることがわかる。

これ らの部分別 は、建物の荷重を支え るための主要 な構造部分であ り、家屋が3階 建てになるこ

とで増加する荷重 に耐え られ るようにす るため、2階 建てよ り施工量が多 くなるのではないか と考

え られる。

また 「屋根」について は、 もともと3階 建ては狭小 な敷地 とい う条件をカバ ーするための ものが

多 く、隣地境界線 と接近 して建築 される傾向が あ り、 そのため軒 出が小 さいものが多い こと、また

建築基準法上の斜線制限等か ら勾配が緩やかになることか ら、仕上げ面積の施工量が少 な くなるこ

とが考え られ る。

さ らに、 この結果か ら得 られた3階 建て と2階 建ての差異 に対す る評価上の対応と して は、次の

ような ことが考え られる。

(1)建 物の客観的態様でその 「差」が分か る項 目、例えば屋根の 「軒出の長 さ」、布基礎 の 「高 さ」、

「幅」等については、現行の2階 建て家屋を想定 した評価基準におけると同様の補正項 目及び補

正係数 による補正が可能であ り、また、 「布基礎の長 さ」、外壁及び内壁の 「開口率」、内壁の 「間

仕切」等については、現行評価基準 に示す補正係数の求 め方 によって適正な補正係数が求め られ

ると考え られ る。

(2)布 基礎の 「フーチ ング幅」や柱の 「筋違」は、設計図書等がなければ数量を正確に把握す るこ

とは困難であ り、また、 この項 目については、現行の基準で は補正す るための明確な基準 もない

ことか ら、 この項 目にかかる家屋の施工量に明 らかな差異が見 られるのであれば、施工量補正等

について新たに補正項 目及び補正係数を設け ることを検討す る必要があるので はないか。
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(なお、現行のプレハブ準則には、基礎の補正項 目として 「階層」があり、 「3階建てのもの」

は1.1の増点補正をするように定められている。)

(3)3階 建て家屋のうち、今回の集計からはず した 「小屋裏利用」の3階 建てや 「1階が車庫」に

なっている3階 建てなどは、本調査の結果の数値とは異なる施工量であると考えられることから、

ただ単に 「3階建てである」という理由をもって一律の補正を行うことは適当ではないと考える。

以上のことから、木造3階 建て家屋の評価については、全般的には現行の評価基準に定められて

いる補正項目及び補正係数によっても適正な評価をすることは可能であるが、今後の木造3階 建て

家屋の建築動向等によっては、評価の簡便性を考慮すると、3階 建てに係る標準的な施工量に合わ

せた補正項 目及び補正係数を新設することも考え られるところである。

現行評価基準における3階 建て家屋の評価の際には、個別的な実態にあわせて補正項目及び補正

係数を決めることが適当であると考えるが、今回の調査結果が補正項目・補正係数を決める際の一

つの参考資料として利用され、より適正な評価がなされるための一助となれば幸いである。

―59―




